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特集：守り続けていく地域の宝 ―日南町の文化財―

炎に願う 無病息災



今月の
表紙「炎に願う 無病息災」

  広報にちなん令和５年２月　  2

さぎちょう

おおしめじんじゃ

おしめごおうぐう

ご意見募集！
　　広報誌をより良くしていくためにみなさんからのご意見を募集しています。ご意見をお送りい
ただいた方の中から抽選で3名様に日南町の特産品をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、はがきに①住所②お名前③電話番号④ご意見･ご感想をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち込みください。
みなさんからのご意見お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

2月号は、霞地域に古くから伝わる正月の伝統行事「霞のドンドさん」についてご紹介します。

　今年のドンドさんは1月15日(日)
に行われ、雪が残る田んぼに地域の
みなさんが大勢集まりました。
　ドンドさんの準備は毎年班ごとの
順番で行い、今年は1班・2班が担当
です。前日から準備が行われ、いよ
いよドンドさんの当日を迎えました。

　霞のドンドさんは、古くは上手・下手に高さ10メートルものやぐらを
組み、その上に青竹を立てて飾り付けた壮大なものだったようです。そ
の飾り付けは、若者たちが新調した下着や着物を身に着けて集まり、地
域総出で行っていたそうです。

　現在のドンドさんでは、田んぼの中央に青竹の支柱が立てられ、そこ
から八方に張られた縄には、猿をかたどったぬいぐるみやお菓子などが
結びつけられています。支柱の一番上には「天下」と呼ばれる一番大き
な猿が付けられており、この「天下」を取るとその一年は幸運で過ごせ
ると言われています。

　午後3時。いよいよドンドさんの開始です。はじめに霞神社の宮司に
よる神事が行われます。
　神事の後は火入れ。この火は代々、飛田家(旧・岸本家)から運んで来
るものと決まっており、昔は年末に囲炉裏の灰をすべて取り除き、塩で
清めて新しい薪を燃やし、熾を作って火入れの準備をしたそうです。

　長い歴史のある霞のドンドさんですが、明治40年頃に一度は中断しま
した。しかし、住民の心の中でドンドさんの火は消えることはなく、復
活を望む多くの声と伝統行事を守ろうという人たちの努力で復活。
　明治・大正・昭和・平成・令和と、ドンドさんは少しずつ形を変えな
がら現在に至ります。

霞のドンドさん
　霞のドンドさんは、江戸時代から行われている正月の伝統的な左義長
の神事。「左義長」とは小正月に行われる火祭りの行事で、どんど(と
んど)焼き、どんど(とんど)さんなど、地方によって呼び方が異なるが、
全国で広く見られる習俗である。 現在でも松飾りやしめ縄を焼く行事
として各地で行われている。
　霞のドンドさんの歴史は長く、霞地域にあった「御注連午王宮
(御注連神社)」という神社が行っていたのが始まり。大正10年に御注
連神社は霞神社に合祀され、現在に至る。

　広い田んぼの中央に立てた青竹から八方に縁起物の猿を吊るしたし
め縄が張られ、青竹の周りには各家庭から持ち寄った正月飾りが集め
られる。神主の祝詞とお祓いのあと、正月飾りに火がつけられ、青竹
が倒される。この時、張られたしめ縄に付けられた猿を取ることで、
一年の無病息災が叶い幸運を招くといわれ、多くの人が集まる。

　平成27年には日南町無形民俗文化財に指定された。
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「
文
化
財
」
と
は
？

　
「
文
化
財
」
と
い
う
と
、
み
な
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
像
さ
れ
る
で
し
ょ

う
か
？
「
文
化
財
」
に
は
、
形
の
あ
る
も

の
も
あ
れ
ば
、
技
術
や
風
習
の
よ
う
に
形

の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
人
類
が
歴
史

の
中
で
作
り
上
げ
た
「
も
の
・
文
化
」
や

貴
重
な
「
生
物
・
自
然
」
な
ど
を
総
称
し

「
文
化
財
」
と
呼
び
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
古
い
寺
社
や
仏
像
、
古

墳
、
城
跡
、
石
造
物
、
美
術
品
、
動
植

物
、
遺
跡
、
土
器
、
風
景
、
街
並
み
、
建

造
物
、
交
通
施
設
、
祭
、
舞
踊
、
伝
統
工

芸
技
術
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

文
化
財
保
護
の
目
的

　
文
化
財
は
地
域
の
独
自
性
や
ル
ー
ツ
を

語
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
、
そ
こ

か
ら
多
く
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
に
関
す

る
学
術
的
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
を
象
徴
す
る
も
の
と

な
り
、
郷
土
愛
を
醸
成
す
る
上
で
も
有
益

な
存
在
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
文
化
財
を
保
護
し
、
後
世
へ

伝
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
独
自
性
が
継
承
さ

れ
る
の
で
す
。
我
々
に
は
文
化
財
の
現
状
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
宝
物
と
し

て
伝
承
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
は
？

　
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
文
化
財
を

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
い
い
、
土
器
な
ど
が

埋
ま
っ
て
い
る
場
所
を
「
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に

は
「
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
遺
跡
が
４
５
０
ヶ
所
以
上

あ
り
、
そ
の
種
類
は
古
墳
、
住
居
跡
、
土

器
出
土
地
、
城
跡
、
た
た
ら
場
跡
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
土
器
な
ど
は
「
遺

物
」
と
呼
ば
れ
、
土
器
の
ほ
か
、
石
器
・

木
製
品
・
金
属
製
品
・
骨
な
ど
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
土
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
物
は
、
当

時
の
生
活
や
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
た
め
、
無
許
可
で
掘
り
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
遺
跡
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

　
町
内
で
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
遺

跡
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
遺
跡
地
図
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
町
内
に
は
、
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
遺
跡
も
多
数
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
保
護
の
た
め

私
た
ち
住
民
が
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
国
や
県
、
町
が
行
う
道
路
や
林
道
、
砂
防

堰
堤
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
大
規
模
な
工
事
の

ほ
か
に
も
、
個
人
が
行
う
住
宅
の
新
築
な

ど
、
地
面
掘
削
を
伴
う
工
事
の
前
に
は
、

文
化
財
保
護
の
た
め
、
遺
跡
の
有
無
を
教

育
委
員
会
へ
照
会
す
る
こ
と
が
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
遺
跡
地
図
」
に
よ
り
遺
跡
の
存
在
を
確

認
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
未
確
認
の
た

め
、
地
面
を
掘
っ
て
遺
跡
の
有
無
を
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
遺
跡
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
け
れ

ば
、
工
事
の
前
に
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
を
図
り
ま
す
。

土
器
は
ど
ん
ど
ん

見
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？
　

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
土
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
状
態
が
最
良
の
保
存
状
態
で
す
。
工

事
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
発
掘

調
査
を
行
い
、
遺
跡
の
様
子
や
出
土
品
に

つ
い
て
記
録
保
存
し
ま
す
。

　
自
治
体
や
研
究
機
関
な
ど
が
工
事
や
研

究
な
ど
の
た
め
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と

以
外
に
、
個
人
が
無
許
可
で
遺
跡
を
掘
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
土
器
を
見
つ
け
た
ら
？

　
み
な
さ
ん
の
所
有
す
る
土
地
で
土
器
が

見
つ
か
っ
た
ら
、
周
辺
に
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
（
遺
跡
）
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
興
味
本
位
で
掘
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
土
器
が
見
つ
か
っ
た
場
所

は
「
遺
跡
」
と
し
て
登
録
し
ま
す
の
で
、

町
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
南
町
郷
土
資
料
館

　
町
は
、
旧
石
見
西
小
学
校
の
校
舎
を
郷

土
資
料
館
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
日

南
町
内
外
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
民
具
や

古
文
書
な
ど
数
万
点
を
保
管
し
て
い
る
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

土
器
な
ど
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
は
事
前
申
込
に
よ
り
見
学

が
可
能
で
す
。
町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
文
化
財

　
「
文
化
財
」
と
は
、
前
述
の
と
お
り
歴
史
的
価
値
の
あ

る
も
の
や
貴
重
な
自
然
を
指
す
総
称
で
、
極
端
に
言
え

ば
、
誰
か
が
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
せ
ば
「
文
化
財
」

と
い
え
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
は
、

「
指
定
文
化
財
」
と
し
て
国
・
県
・
町
が
指
定
し
ま
す
。

　
日
南
町
内
の
指
定
・
登
録
文
化
財
に
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は

　　　　　　「
特
別
」
天
然
記
念
物

　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
ト
キ
や
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
同
様
に
、
特
に
貴
重
な
存
在
と
し
て
国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
本
位
で
捕
ま
え
た
り
、
無
許
可
で
他
の
場

所
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
川
で
見
か
け
た
ら
静
か
に
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
危
険

が
及
ぶ
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
避
難
措

置
と
し
て
保
護
で
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
町
教

育
委
員
会
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

≪県指定保護文化財≫
　常福寺経蔵(多里)

≪町指定史跡≫
　下谷中山鉄山跡(笠木)

≪県指定天然記念物≫
　解脱寺のモミ並木(阿毘縁)

オオサンショウウオの幼生(生山)

≪県指定天然記念物≫
　日南町神福のサクラソウ群落(神福)

　「遺跡」と呼ばれるものは縄文時代
や弥生時代のものだけではありませ
ん。70年前の戦争に関連する施設も遺
跡です。
　町内には、矢戸と宮内の境界にある
宿根山の山頂に、アメリカ軍の戦闘機
を発見するための「防空監視哨」とい
う施設が昭和18年から作られました。
　山頂には今でも大きなコンクリート
の穴があり、当時のままの姿で残って
います。昭和初期の歴史や情勢を知る
ことができる貴重な遺跡です。

日南町の戦争遺跡

宮内防空監視哨見学会のようす

注口土器
(三吉密ケ﨏遺跡出土)

新屋宮ノ段遺跡発掘調査
（新屋）

発掘調査の様子
大原川平山たたら(下阿毘縁)

内ノ倉山横穴墓(生山)

日南町郷土資料館(中石見)

【
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
電
話
　
８
２
ー
１
１
１
８

　　　　　　名　称
オオサンショウウオ
船通山のイチイ
上石見のオハツキ・タイコイチョウ
解脱寺のモミ並木
印賀樂樂福神社社叢
神戸上ハンノキ沼沢林
印賀宝篋印塔
竜泉寺十一面観音立像
日南のかしらうち
常福寺経蔵及び山門
霞の要害跡出土梵鐘鋳造関連遺物
多里層ノジュール列
日南町神福のサクラソウ群落
大石見神社社叢
石棒
上三栄のもちつきともちつき唄
日南神楽
霞のドンドさん（左義長祭）
矢田貝家史跡
花口宝篋印塔
新左衛門の大石橋
下谷中山鉄山跡
宮本家住宅
宮本家土蔵

　　種　別
特別天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
保護文化財
保護文化財
無形民俗文化財
保護文化財
保護文化財
天然記念物
天然記念物
天然記念物
有形文化財
無形民俗文化財
無形民俗文化財
無形民俗文化財
史跡
保護文化財
有形民俗文化財
史跡
有形文化財
有形文化財

指定/登録
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
国登録
国登録

日南町内の指定/登録文化財一覧表
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々
に
は
文
化
財
の
現
状
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
宝
物
と
し

て
伝
承
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
は
？

　
土
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
る
文
化
財
を

「
埋
蔵
文
化
財
」
と
い
い
、
土
器
な
ど
が

埋
ま
っ
て
い
る
場
所
を
「
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。
一
般
的
に

は
「
遺
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
に
は
、
遺
跡
が
４
５
０
ヶ
所
以
上

あ
り
、
そ
の
種
類
は
古
墳
、
住
居
跡
、
土

器
出
土
地
、
城
跡
、
た
た
ら
場
跡
な
ど
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

　
遺
跡
か
ら
見
つ
か
る
土
器
な
ど
は
「
遺

物
」
と
呼
ば
れ
、
土
器
の
ほ
か
、
石
器
・

木
製
品
・
金
属
製
品
・
骨
な
ど
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
土
の
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
遺
物
は
、
当

時
の
生
活
や
歴
史
を
知
る
上
で
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
た
め
、
無
許
可
で
掘
り
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
遺
跡
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

　
町
内
で
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
遺

跡
に
つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
が
管
理

す
る
遺
跡
地
図
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
し
町
内
に
は
、
ま
だ
発
見
さ

れ
て
い
な
い
遺
跡
も
多
数
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
保
護
の
た
め

私
た
ち
住
民
が
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

　
国
や
県
、
町
が
行
う
道
路
や
林
道
、
砂
防

堰
堤
、
ほ
場
整
備
な
ど
の
大
規
模
な
工
事
の

ほ
か
に
も
、
個
人
が
行
う
住
宅
の
新
築
な

ど
、
地
面
掘
削
を
伴
う
工
事
の
前
に
は
、

文
化
財
保
護
の
た
め
、
遺
跡
の
有
無
を
教

育
委
員
会
へ
照
会
す
る
こ
と
が
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
遺
跡
地
図
」
に
よ
り
遺
跡
の
存
在
を
確

認
で
き
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
未
確
認
の
た

め
、
地
面
を
掘
っ
て
遺
跡
の
有
無
を
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
遺
跡
が
存
在
す
る
可
能
性
が
高
け
れ

ば
、
工
事
の
前
に
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
を
図
り
ま
す
。

土
器
は
ど
ん
ど
ん

見
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
の
？
　

　
埋
蔵
文
化
財
は
、
土
の
中
に
埋
ま
っ
て

い
る
状
態
が
最
良
の
保
存
状
態
で
す
。
工

事
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
発
掘

調
査
を
行
い
、
遺
跡
の
様
子
や
出
土
品
に

つ
い
て
記
録
保
存
し
ま
す
。

　
自
治
体
や
研
究
機
関
な
ど
が
工
事
や
研

究
な
ど
の
た
め
に
発
掘
調
査
を
行
う
こ
と

以
外
に
、
個
人
が
無
許
可
で
遺
跡
を
掘
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
土
器
を
見
つ
け
た
ら
？

　
み
な
さ
ん
の
所
有
す
る
土
地
で
土
器
が

見
つ
か
っ
た
ら
、
周
辺
に
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
（
遺
跡
）
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
興
味
本
位
で
掘
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
土
器
が
見
つ
か
っ
た
場
所

は
「
遺
跡
」
と
し
て
登
録
し
ま
す
の
で
、

町
教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
南
町
郷
土
資
料
館

　
町
は
、
旧
石
見
西
小
学
校
の
校
舎
を
郷

土
資
料
館
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
日

南
町
内
外
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
た
民
具
や

古
文
書
な
ど
数
万
点
を
保
管
し
て
い
る
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た

土
器
な
ど
も
多
数
あ
り
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
は
事
前
申
込
に
よ
り
見
学

が
可
能
で
す
。
町
教
育
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
文
化
財

　
「
文
化
財
」
と
は
、
前
述
の
と
お
り
歴
史
的
価
値
の
あ

る
も
の
や
貴
重
な
自
然
を
指
す
総
称
で
、
極
端
に
言
え

ば
、
誰
か
が
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
せ
ば
「
文
化
財
」

と
い
え
る
の
で
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の
は
、

「
指
定
文
化
財
」
と
し
て
国
・
県
・
町
が
指
定
し
ま
す
。

　
日
南
町
内
の
指
定
・
登
録
文
化
財
に
は
以
下
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は

　　　　　　「
特
別
」
天
然
記
念
物

　
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
、
ト
キ
や
コ
ウ
ノ

ト
リ
と
同
様
に
、
特
に
貴
重
な
存
在
と
し
て
国

の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

興
味
本
位
で
捕
ま
え
た
り
、
無
許
可
で
他
の
場

所
に
移
し
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
川
で
見
か
け
た
ら
静
か
に
観
察
し
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
に
危
険

が
及
ぶ
事
案
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
避
難
措

置
と
し
て
保
護
で
き
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
町
教

育
委
員
会
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

≪県指定保護文化財≫
　常福寺経蔵(多里)

≪町指定史跡≫
　下谷中山鉄山跡(笠木)

≪県指定天然記念物≫
　解脱寺のモミ並木(阿毘縁)

オオサンショウウオの幼生(生山)

≪県指定天然記念物≫
　日南町神福のサクラソウ群落(神福)

　「遺跡」と呼ばれるものは縄文時代
や弥生時代のものだけではありませ
ん。70年前の戦争に関連する施設も遺
跡です。
　町内には、矢戸と宮内の境界にある
宿根山の山頂に、アメリカ軍の戦闘機
を発見するための「防空監視哨」とい
う施設が昭和18年から作られました。
　山頂には今でも大きなコンクリート
の穴があり、当時のままの姿で残って
います。昭和初期の歴史や情勢を知る
ことができる貴重な遺跡です。

日南町の戦争遺跡

宮内防空監視哨見学会のようす

注口土器
(三吉密ケ﨏遺跡出土)

新屋宮ノ段遺跡発掘調査
（新屋）

発掘調査の様子
大原川平山たたら(下阿毘縁)

内ノ倉山横穴墓(生山)

日南町郷土資料館(中石見)

【
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
電
話
　
８
２
ー
１
１
１
８

　　　　　　名　称
オオサンショウウオ
船通山のイチイ
上石見のオハツキ・タイコイチョウ
解脱寺のモミ並木
印賀樂樂福神社社叢
神戸上ハンノキ沼沢林
印賀宝篋印塔
竜泉寺十一面観音立像
日南のかしらうち
常福寺経蔵及び山門
霞の要害跡出土梵鐘鋳造関連遺物
多里層ノジュール列
日南町神福のサクラソウ群落
大石見神社社叢
石棒
上三栄のもちつきともちつき唄
日南神楽
霞のドンドさん（左義長祭）
矢田貝家史跡
花口宝篋印塔
新左衛門の大石橋
下谷中山鉄山跡
宮本家住宅
宮本家土蔵

　　種　別
特別天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
天然記念物
保護文化財
保護文化財
無形民俗文化財
保護文化財
保護文化財
天然記念物
天然記念物
天然記念物
有形文化財
無形民俗文化財
無形民俗文化財
無形民俗文化財
史跡
保護文化財
有形民俗文化財
史跡
有形文化財
有形文化財

指定/登録
国指定
国指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
県指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
町指定
国登録
国登録

日南町内の指定/登録文化財一覧表



「まなびや縁側」日南拠点
■“縁側”紹介ラジオ番組収録！

　12月の「キャリア

アップゼミ」では、

ついに中学生３名、

高校生１名がラジオ

番組収録を行いまし

た。生徒たちはこれ

まで勉強の合間を縫

い、どういった流れで話すかを考えてきました。

　そして当日、リハーサルの後に本番に臨みました。

普段活動をしている縁側での収録とはいえ、やはり収

録の機材を前にすると生徒たちは緊張した様子でし

たが、ラジオ局（DARAZ FM）の方々のおかげで緊張が

ほぐれ、無事に収録を終えることができました。生徒

たちはみな、「楽しかった」と感想を話していました。

日野郡公設塾「まなびや縁側」日南拠点
日南町生山148-2  ステーションアベニューぷらら２階
電　話：080-8035-1460
E-mail：nichi.manabiya@gmail.com

「生き抜く力」を育む園小中一貫教育

「生き抜く力」を育む　家庭教育

【問合せ】 教育委員会事務局 　８２- １１１８

　子どもたちが学校の学習の中でつまずきやすい

ポイントのひとつとして、「抽象的な概念」があ

ります。これには、算数の図形や分数、割合など

が挙げられますが、抽象的な概念のトレーニング

は小学校に上がる前から気軽に家庭で行うことが

できます。

　例えば、会話をしながらモノや動物の共通点を

見つけさせる「仲間探し」やパズル、クイズ、お

絵かきなどがあります。これらを通して目に見え

ないものを頭の中で整理したり、組み立てたりす

ることが、抽象化のトレーニングになるのです。

■“性的マイノリティ”を考える
　12月９日、第３回「MY FUTURE」を日野拠点で実

施し、日南拠点の生徒はオンライン参加をしました。

今回は、塾生の１人が研究主題に挙げている「性的

マイノリティ」をテーマとしました。広島大学総合

学部の治田さん（鳥取県出身）を講師に迎え、まず

は性の多様性について話を聞き、性的マイノリティ

についての理解を深めました。そして、マイノリ

ティとマジョリティに

ついて考えたり、みん

なで「男性は/女性は

○○だ」を書き出した

りして、ジェンダーに

ついても考える機会と

しました。

　トレーニングといいながら、これらは昔からさ

れている「遊び」です。親子で会話しながらする

遊びの中に学習のポイントがあります。

　携帯端末やポータブルゲーム機が普及し、子ど

もたちは一人で遊ぶことが増えたと言われます。

家庭の中で親子で会話をし

ながら一緒に遊ぶ時間をつ

くることが、子どもたちの

社会性の発達や情緒の安定、

学習につながっていきます。

対　　象：中学校3年生、高校生
塾　　費：中学生無料／高校生1,000円(月額)
開塾日時：火～金曜日 13:00～20:00 ／ 土10:00～18:00
休 塾 日：日・月・祝日（休塾日と祝日が重なる場合は、翌火曜日も）

  広報にちなん令和５年２月　  6

ダラズ エフエム

開塾カレンダー、行事予定、

塾の様子など facebook で

最新情報を発信中！

ラジオ番組は、右記のQRコードから無料でお聞きいただけます。

ポッドキャストアプリがなくてもWEBからも聴取可能です。

★Apple ポッドキャスト ★Google ポッドキャスト

『えんがわラジオ』（放送時間30分）



外国語指導助手
ルーシーの Happy Column

７　  広報にちなん令和５年２月

Ｑ
生
涯
学
習
講
座

「
に
ち
な
ん
町
民
大
学
」っ
て
ど
ん
な
講
座
？

　
に
ち
な
ん
町
民
大
学
は
、
毎
月
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
が
暮
ら
し
の
中
で
興

味
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
や
、
町
や
地

域
の
課
題
解
決
に
役
立
つ
よ
う
な
テ
ー

マ
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
講
座
は
、
お
申
し
込
み

は
不
要
で
、
参
加
費
は
無
料
で
す
。
連

続
し
た
講
座
で
は
な
い
の
で
、
興
味
の

あ
る
テ
ー
マ
の
時
に
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

Ｑ 

こ
れ
ま
で
の
テ
ー
マ
は
？

　
日
南
町
の
文
化
財
や
動
植
物
、
歴
史

な
ど
を
取
り
上
げ
た
郷
土
学
習
。
地
方

創
生
や
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
、
婚
活

支
援
、
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
の
地
域
や

行
政
課
題
。
医
療
や
健
康
、
林
業
、
自

然
を
テ
ー
マ
に
し
た
鳥
取
大
学
の
教
員

に
よ
る
専
門
的
な
講
座
。
ま
た
、
天
体

観
測
や
化
石
採
集
、
森
で
生
態
系
を
学

ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
文
化
財
巡
り
、

珈
琲
の
淹
れ
方
な
ど
、
体
験
型
の
学
習

も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
興
味
が
あ
っ
て
も
、
都
合
が
つ
か
な

　
く
て
参
加
で
き
な
い
ん
だ
け
れ
ど
。

　
今
年
度
か
ら
、
講
師
に
許
可
を
い
た

だ
い
た
講
座
の
み
で
す
が
、
日
南
町
教

育
委
員
会
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
講
座
動
画
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
】

　
　
日
南
町
教
育
委
員
会
01

Ｑ
「
参
加
し
た
ら
、
た
っ
た
も
カ
ー
ド

　
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
」
っ
て
本
当
？

　
に
ち
な
ん
町
民
大
学
は
、

「
た
っ
た
も
カ
ー
ド
」
の

行
政
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象

事
業
で
す
。

　
参
加
者
に
は
、
１
講
座

に
つ
き
30
ポ
イ
ン
ト
を
進

呈
し
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
開
催
予
定
は
？

「
も
っ
と
知
り
た
い
！

　
　
　
　鳥
取
県
立
美
術
館(

仮
題)

」

日
時：

３
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所：

日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　多
目
的
ホ
ー
ル

　
令
和
７
年
春
に
開
館
予
定
の
鳥
取
県

立
美
術
館
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
鳥
取
県
教
育
委
員
会
美
術
館
整
備
局

か
ら
講
師
を
迎
え
、
美
術
館
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
収
集
方
針
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
８
２

－

１
１
１
８

み
ん
な
集
ま
れ
！

に
ち
な
ん
っ
子
ク
ラ
ブ

Hello!
ルーシーです



　今
回
の
帰
国
で
は
４
年
ぶ
り
に
家
族
と

会
い
ま
し
た
。
お
互
い
を
抱
き
し
め
合
い
、

涙
が
出
ま
し
た
。
私
の
両
親
も
元
気
で
、

娘
の
ホ
ラ
ン
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
大
き
く
な

り
ま
し
た
。
私
を
見
る
た
び
に
笑
顔
を
ふ

り
ま
い
て
く
れ
る
ホ
ラ
ン
ち
ゃ
ん
が
と
て

も
可
愛
か
っ
た
で
す
。
短
い
時
間
で
も
家

族
と
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

交流支援員 ノミンの
モンゴルレポート
　11月2日から11月10日まで、日南町と

友好交流関係があるモンゴル中央県ゾー

ンモド市に出張で行ってきました。

　今回は、出張中の休日に家族と過ごし

た時間についてレポートします！
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　モ
ン
ゴ
ル
へ
到
着
し
た
翌
朝
、
モ
ン
ゴ
ル

の
街
並
み
の
様
子
を
撮
影
す
る
た
め
に
、
チ

ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
へ
戻
り
ま
し
た
。

自
分
の
ふ
る
さ
と
の
ゾ
ー
ン
モ
ド
市
が
、
青

空
や
金
色
の
太
陽
の
下
、
穏
や
か
で
、
美
し

く
見
え
ま
し
た
。
と
て
も
広
く
真
っ
白
な
草

原
に
太
陽
の
光
が
差
し
て
い
る
の
を
見
た
と

き
、
と
て
も
心
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
は
、
モ
ン

ゴ
ル
の
中
央
県
セ
レ
ゲ
レ
ン
町
の
フ
シ

ギ
ー
ン
・
フ
ン
デ
ィ
ー
と
い
う
所
に
建
設

さ
れ
、
２
０
２
１
年
に
開
港
し
ま
し
た
。

首
都
・
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
52
㎞
、

ゾ
ー
ン
モ
ド
市
か
ら
は
10
㎞
の
所
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル

か
ら
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
の
方
向

に
、
モ
ン
ゴ
ル
で
初
め
て
の
32
㎞
ほ
ど
の

高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
は
、
モ
ン
ゴ

ル
の
広
い
草
原
の
中
で
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
宝
石

み
た
い
な
も
の
に
思
え
ま
し
た
。
空
港
の
周

辺
は
交
通
量
が
増
加
し
、
貨
物
輸
送
が
盛
ん

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
辺
り
が
ま
す

ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　モ
ン
ゴ
ル
に
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の

北
東
約
70
㎞
の
所
に
、
「
テ
レ
ル
ジ
国
立

公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
旅
行
で
モ
ン
ゴ
ル

を
訪
れ
た
観
光
客
の
み
な
さ
ん
の
多
く
が

こ
の
場
所
を
訪
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
馬

に
乗
り
、
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
の
滞
在
中
、
私
は
家
族
と
一
緒

に
テ
レ
ル
ジ
国
立
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

　テ
レ
ル
ジ
へ
向
か
っ
て
車
を
走
ら
せ
て

い
る
間
、
父
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
交
通

渋
滞
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

モ
ン
ゴ
ル
は
厳
し
い
気
候
な
の
で
、
大
雪

に
よ
る
雪
害
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
自

然
災
害
に
よ
り
、
す
べ
て
の
家
畜
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
人
た
ち
も
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
人
た
ち
が
働
き
口
を
求
め
て
、
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
移
動
す
る
こ
と
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
人
口

は
増
加
し
、
人
口
の
密
集
も
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
不
足
に

よ
り
、
冬
は
ど
の
家
も
自
家
用
車
で
通
勤

す
る
の
で
、
道
路
交
通
量
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　モ
ン
ゴ
ル
中
央
県
エ
ル
デ
ネ
町
に
、
チ

ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
ゆ
か
り
の
場
所
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
に
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
像
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
約
53
㎞
ほ
ど
の
場
所

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
高
さ
40
ｍ
を
誇
る

巨
大
な
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
騎
馬
像
が
あ
り
、

チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
像
の
中
で
は
世
界
一
の

大
き
さ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
騎
馬
像
は
、
下
か
ら
見
上
げ
る
だ
け

で
は
な
く
、
登
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
騎
馬

像
の
中
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
ち
ょ
う

ど
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
が
馬
に
ま
た
が
る
鞍
の

あ
た
り
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
外
に
出
て
、
馬
の
頭
の
あ
た
り

ま
で
階
段
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ

に
展
望
台
が
あ
り
、
と
て
も
見
晴
ら
し
の
よ

い
景
色
と
大
草
原
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　み
な
さ
ん
も
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

娘のホランちゃん。8歳です。

チンギスハーン国際空港

テレルジではワシと一緒に写真が撮れます！

チンギスハーン騎馬像騎馬像に登って記念撮影
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米子税務署からのお知らせ

スマホとマイナンバーカードでe-Tax！

「確定申告書等作成コーナー」なら便利！

１

2
e-Taxの送信方法は２通り

【問合せ】米子税務署　個人課税第一部門　TEL：0859-57-3338

マイナンバーカードと ICカードリーダライタまたはマイナンバーカード対応のスマートフォンがあれ
ば、e-Tax（電子申込）を利用して申告書を提出できます。
感染防止の観点からも、ぜひご自宅から e-Tax をご利用ください。

申請はお早めに！
マイナンバーカードの申請は２月末まで！

マイナポイントの申込みのためには、2月末までにマイナンバーカードの申請をすることが必要です。
まだマイナンバーカードをお持ちでない方は、この機会にマイナンバーカードを申請しましょう！
郵便局からも申請できます！詳しくは18ページのお知らせをご覧ください。
※マイナポイントの申込み期限については、新たな申込み期限を新設のうえ延長される予定です。
　 明確な申込み期限は改めて公表されます。

マイナポイン
ト

もらうなら！

たったもカードでのマイナポイント受け取り
大好評申込み受付中!!

役場住民課・役場企画課・日南町商工会でマイナポイント申込みのサポートを行っています！
≪マイナポイント申込みに必要なもの≫
　マイナンバーカード、たったもカード、預貯金口座のわかるもの（公金受取口座を登録する場合）、
　マイナンバーカードの交付時に設定した数字４桁のパスワード（暗証番号）



まちの話題まちの話題

地域で支えよう大切な人

　日南町認知症施策作業部会が主催する日南町認知症

啓発映画上映会「地域で支えよう大切な人」が、総合

文化センターさつきホールを会場に開催されました。

イベントでは映画監督の信友直子さんが高齢の両親を

描いたドキュメンタリー映画「ぼけますから、よろし

くお願いします。～おかえり お母さん～」の上映と信

友さんのミニ講話がありました。

　アルツハイマー型認知症を患った母を98歳の父が懸

命に介護する日々を、一人娘の信友さんが自身の視点

で丹念に映し出したこの映画は、認知症、老老介護、

看取りといった日本全体が抱える高齢化社会の問題を

ありのままに、かつユーモラスに綴っています。イベ

ントには約150人の町民が訪れ、時折涙を流しながら

熱心に映画に見入っていました。

　ミニ講話では、「最初は父が介護サービスを使いた

がらず悩んだが、地域包括支援センターに相談したと

ころ『任せてください』と言ってくれて安心した」

「父は、母が認知症になったことを初めは近所の人に

は隠していたが、しばらくして話すとみんな『お互い

様』と親身になってくれた」と、家族だけではなく介

護サービスや地域の人のおかげで介護をすることがで

きたという経験を、信友さんが話しました。

　これからは、認知症になっても認知症と共に生きる、

希望をもってその人らしく生きることが大切になりま

す。認知症になった人もそうでない人も、支えあって

共に生きることが

必要です。日南町

では認知症の相談

窓口を設置してい

ますので、地域包

括支援センターへ

お気軽にご相談く

ださい。

小学生がまちの未来を考える

　日南小学校５・６年生の児童が、「日南町の未来を考える」と題し、発表会

を開催しました。発表会では、12月１日には中村町長と青戸教育長、12月９日

には町議会議員を小学校へ招待し、７つのグループに分かれてまちづくりへの

提案を行いました。児童たちは、「町の特産品を使ったイベント」「HPや動画

などを活用した町の宣伝方法」「オオサンショウウオが住める環境を守る」など、それぞれにテーマを決めて提案

内容をまとめ、自分たちが作った発表用の動画を使いながら工夫して発表していました。

　特産品を使ったイベントについて発表したグループは、トマトを活用した「トマフェス」や雪の博物館などのイ

ベントについて提案を行い、「イベントを通して町外の人たちと交流し、笑顔があふれる町にしたい」と発表しま

した。また、オオサンショウウオが住める環境の保護について発表したグループは、「オオサンショウウオを守る

ことは自然を守ること。私たちとオオサンショウウオが共存できる町にしたい」と発表し、「子どもたちにできる

ことは限られているので、大人のみなさんも一緒に考えてほしい」とメッセージを送りました。

　児童たちの柔軟な発想と希望に満ちた発表に、中村町長は「将来を担う子どもたちの貴重な意見を尊重し、今か

ら実現に向けて努力していきたい」と話しました。

１･９
12

中学生が議会を傍聴

　日南中学校２年生の生徒が、社会科の授業の一環で

日南町議会定例会を傍聴しました。日南中学校では、

生徒たちが行政に興味関心を持ち、まちづくりに参画

する意識を持つようになってほしいと、8年前から町

議会の傍聴の機会を設けています。

　この日は一般質問が行われ、日南小・中学校のシア

トル派遣事業や日南スポーツクラブ（仮称）について

の、櫃田洋一議員からの質問と、それに対する青戸教

育長の答弁がありま

した。生徒たちは初

めて入る議場に少し

緊張しながらも、や

り取りを真剣に聞き

入っていました。

12

８

中村町長
2期目の初登庁

　11月27日に行われた日南

町長選挙で当選した中村町

長が、この日初登庁しまし

た。中村町長は庁舎正面玄

関に集まった職員から拍手で迎えられて花束を受け取

り、２期目の中村町政がスタートしました。

　中村町長は初登庁のあいさつで「２期目の公約に掲

げた持続可能なまちづくりのための『共創・協働で進

むまちづくり』を推進したい。町の特色を活かした取

り組みを進め、町民自らが誇れる町を目指したい」と

話しました。

　山本議長は、「１期目は急逝された増原前町長の町

政を引き継がれた４年間であったが、2期目はリー

ダーである中村町長を職員全員が支えて、町長の目指

すまちづくりに全力を尽くしてほしい」とエールを送

りました。

12

16

12

17
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ひつだ

のぶとも なおこ

よういち
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野口忠實さん　厚生労働大臣表彰

　多年にわたって戦傷病者、戦没者遺族、引揚者等の

援護事業に携わり、功績が顕著な者に対し厚生労働大

臣が表彰する「援護事業功労者 厚生労働大臣表彰」を

野口忠實さん（茶屋）が受賞しました。野口さんは12

月７日に東京都で行われた表彰式に出席し、12月21日

に受賞の報告のため中村町長を訪問しました。

　野口さんは、山上校区遺族会、日南町遺族連合会、

日南町遺族会、日野郡遺族連合会の要職を歴任し、戦

没者遺族の援護事業に尽力した功績が評価され、この

度の受賞となりました。

12

21日南小へドローン贈呈

　兵庫県神戸市の

一般社団法人ミル

トホールディング

スから日南町へ、

小型軽量ドローン

350台が寄贈され

ました。これは、

昨年９月に町と

パートナーシップ

協定を締結した

㈱山陰合同銀行の仲介で実現したものです。寄贈され

たドローンは、日南小学校で活用されることとなり、

日南小学校で贈呈式が行われました。

　日南小学校ではこのドローンを授業などで活用し、

子どもたちが最新の技術に触れる機会をつくり、町の

将来を担う人材の育成に役立てていきます。贈呈式に

出席した青戸教育長は、「ドローンは農業や防災など、

いろいろなこと

に使える。これ

からドローンが

みなさんの生活

にどのように活

かせるか考えて

いってほしい」

と話しました。

12

21

のぐち ただみ

美味しい珈琲の淹れ方、選び方

　生涯学習講座

にちなん町民大

学の一環として、

兵庫県神戸市の

萩原珈琲㈱から

講 師 を 招 き 、

「美味しい珈琲

の淹れ方、選び

方」と題して講

座を開催しました。参加者は、コーヒー豆の種類とそ

の特徴について話を聞き、実際にコーヒーを淹れる体

験などを通しておいしいコーヒーの淹れ方を学びまし

た。

　家庭でおいしいコーヒーを淹れるポイントは、豆が

湿る程度にお湯を注いだあと蒸らすことや、中心に円

を描きながらお湯を注ぐこと、コーヒーがカップに落

ち切らないうちにドリッパーを外すことだそうです。

こうすることによ

りアクが出ず、渋

みのないコーヒー

となります。みな

さんも、ご家庭で

コーヒータイムを

楽しまれてはいか

がでしょうか。

12

27

新年恒例！書き初め教室

　日南小学校の児童を対象とした体験活動「にちな

んっ子クラブ」の一環として、恒例の書き初め教室が

行われました。この日は赤木真理さん（宮内）を講師

に迎え、学年ごとの題材で書き初めに挑戦しました。

１・２年生は、基本的な筆の使い方などを教わったあ

と、それぞれが「うさぎ」の文字を半紙に書きました。

３～６年生は「明るい心」「美しい空」「強い決意」

などの題材に挑戦し、一筆ずつ丁寧に筆を運んでいま

した。

１

５
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気分転換には
運動だ

福祉保健課

　山田　恵 408主任管理栄養士
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RIZAPトレーナーと一緒にトレーニングを行うセミナーです。
器具などを使わず、自分の体重を負荷として利用するので職場でも自宅でも実践可能！

筋力トレーニングの方法や効果を楽しく学べます。

キツいと思っていましたが、
分かりやすくて簡単で、さら
に効き目があって良かった。

オンラインだったので家族と
一緒に参加できた。

トレーナーさんが説明しなが
ら動きを見せてくれるので、
分かりやすくてやる気が出た。

＼ こんな情報が得られます ／
・カラダ診断で今の状態を確認できる
・運動不足解消に繋がる
・運動知識が身に付き、習慣化する大切さが分かる
・正しいフォームが身に付き、実践できる
・運動とセットで実践できる食事のポイントが分かる

■申込締切 
　2月22日（水）
■申込み・問合せ
　役場福祉保健課　
　TEL：82－0374

インターネットからの
お申込はこちら

パソコン、タブレットまたはスマートフォン（スマホはアプリの事前インス
トールが必要です）、筆記用具、メモ用紙、マットまたはバスタオルなど床に敷
けるもの（任意）、飲み物、水分、椅子

準備物

オンラインでも効果がある!

参加者
満足度

98%

※

※セミナー開催後アンケート集計 2020年10月～2021年7月 N=10,613

50代女性

40代男性

30代男性

RIZAP オンライン運動セミナー

スタートアップ編

参加者募集

　令和２年２月に開催し、大好評だった『ＲＩＺＡＰ運動セミナー』が再び開催！
　今回は場所を選ばず、運動できるスペースがあればどこからでも参加可能です。
　お友達、近所の方、職場のお仲間でぜひご参加ください。

3月2日(木)18：00～19：30　
ZOOM・日南町健康福祉センターで開催

ライザップ

動きやすい
服装で！
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「
ス
イ
ス
」
か
ら
考
え
る

　
２
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

２
月
の
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　唐
突
で
す
が
、
ス
イ
ス
に
つ
い
て
お

そ
ら
く
私
た
ち
一
般
的
日
本
人
が
持
っ

て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
美
し
い
山
岳
風

景
、
永
世
中
立
国
と
し
て
戦
争
を
放
棄

し
た
平
和
の
国
、
直
接
民
主
制
で
民
意

が
政
治
に
反
映
さ
れ
や
す
い
国…

と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
私
も
漠

然
と
理
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
き

ま
し
た
。

【
女
性
の
権
利
や
社
会
参
画
】

　し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
や
女
性
の

権
利
と
い
っ
た
分
野
を
見
た
と
き
に
は
、

歴
史
的
に
特
殊
な
経
過
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ス
イ
ス
で
女
性
の
参
政
権
が
認
め

ら
れ
た
の
は
１
９
９
１
年
と
世
界
的
に

も
か
な
り
遅
い
部
類
に
入
り
ま
す
。
人

権
意
識
が
早
く
に
広
ま
っ
た
欧
州
の
中

に
あ
っ
て
不
思
議
に
思
い
、
少
し
調
べ

て
み
ま
し
た
。

　ス
イ
ス
で
女
性
の
参
政
権
が
認
め
ら

れ
た
の
が
遅
い
理
由
と
し
て
、
次
の
３

つ
の
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
権
利
と
義
務
」
両
立
の
徹
底

　古
く
か
ら
戦
争
に
行
く
兵
役
義
務
が

あ
る
の
は
男
性
な
の
で
、
開
戦
の
可
否

は
戦
場
に
立
つ
男
性
が
決
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
女
性
た
ち
に
よ
る
「
銃
後
の
守

り
」
も
兵
役
な
の
に
、
と
い
う
反
論
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
認
め
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ち
な
み
に
永
世
中
立
で

あ
っ
て
も
軍
隊
は
あ
り
、
戦
争
の
た
め

で
は
な
く
、
国
土
防
衛
、
国
民
の
防
護
、

行
政
の
支
援
、
（
国
外
を
含
む
）
平
和

推
進
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
は
、

男
性
に
は
兵
役
の
義
務
が
あ
り
、
女
性

は
志
願
制
の
よ
う
で
す
。

②
直
接
民
主
制

　過
去
に
ス
イ
ス
は
、
女
性
の
参
政
権

を
認
め
る
か
ど
う
か
も
直
接
投
票
で
決

め
て
お
り
、
男
性
の
み
の
投
票
で
否
決

し
て
き
た
そ
う
で
す
。
男
性
に
と
っ
て

は
既
得
権
が
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
、

そ
れ
を
守
り
た
い
意
識
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
一
般
的
な
間
接
民
主
制
の
国
々

は
、
政
府
の
施
策
と
し
て
公
職
の
女
性

比
率
を
高
め
る
な
ど
し
て
、
女
性
の
権

利
擁
護
や
公
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
を

促
し
て
き
ま
し
た
。
夢
の
民
主
制
に
も

見
え
が
ち
な
制
度
で
す
が
、
利
点
、
難

点
は
あ
る
も
の
で
す
。

③
保
守
的
風
土
と
戦
争
の
放
棄

　そ
も
そ
も
ス
イ
ス
は
保
守
的
な
風
土

な
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
女
性
自

身
か
ら
も
、
社
会
参
加
を
望
む
機
運
は

あ
ま
り
高
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
日
本
を
含
め
多
く
の
国
は
戦
争

が
女
性
参
政
の
転
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皮
肉
な
こ
と
で
す
が
、
大
戦
に
巻
き
込

ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
伝
統
の
姿
が
残

り
続
け
た
の
で
す
。

【
誰
が
開
戦
を
決
め
る
の
か
】

　こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
戦
争
の
歴
史

が
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
戦
場
で
女
性
兵
士
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
日
本
で
は
、
有
力
な
女
性
政

治
家
か
ら
の
他
国
へ
の
挑
発
に
思
え
る

好
戦
的
な
発
言
が
目
立
ち
ま
す
。
ル
ー

ル
が
再
び
失
わ
れ
た
戦
争
で
は
、
前
線

の
兵
士
だ
け
で
な
く
老
若
男
女
を
問
わ

ず
民
間
人
も
血
に
よ
っ
て
戦
争
に
ま
つ

わ
る
義
務
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。
危
う
い
世
界
情
勢
の
中
、
女

性
・
男
性
が
平
等
に
防
衛
の
議
論
に
参

加
す
る
こ
と
は
、
権
利
で
あ
り
義
務
だ

と
思
い
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

■
日
時
　
２
月
10
日
（
金
）

　
　
・
人
権
相
談
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
・
行
政
相
談
　
午
後
１
時
〜
４
時

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　人
権
や
行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

を
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
を
経
験
す
る
」

　参
加
者
が
一
つ
の
絵
画
を
観
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
印
象
を
出
し
合
い
ま
す
。
他

者
の
モ
ノ
の
見
方
、
感
じ
方
を
受
け
入

れ
て
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
会
場
　
日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー
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☝スイスの代表的な家庭料理
“チーズフォンデュ”



冬
場
の
転
倒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１
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冬
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
雪
や
氷
の
上
で
の
転
倒
で
す
。

　
雪
や
氷
に
慣
れ
て
い
る
町
内
の
方
で
も
、
毎
年
多
く
の
方
が
転
倒
し
て

い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
転
倒
は
大
き
な
け
が
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
転
倒
に
よ
る
け
が
で
最
も
多
い
部
位
は
頭
部
と
脚
部
で
、
全
体
の
７
割

近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

・
急
い
で
い
る
人

・
飲
酒
し
て
い
る
人

・
歩
行
中
に
ス
マ
ホ
な
ど
、
他
の
も
の
に

　
注
意
が
向
い
て
い
る
人

・
両
手
が
ふ
さ
が
っ
て
い
る
人

・
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
歩
い
て
い
る
人

・
滑
り
や
す
い
靴
を
履
い
て
い
る
人

雪
道
で
転
び
や
す
い
人
の
特
徴

・
狭
い
歩
幅
で
歩
く

　
歩
幅
が
広
い
と
体
の
重
心
が
足
か
ら
離
れ
、

　
滑
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
靴
の
裏
全
体
を
つ
け
て
歩
く

　
足
を
あ
ま
り
上
げ
ず
に
、
す
り
足
の
よ
う
な

　
歩
き
方
を
意
識
し
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

・
歩
き
は
じ
め
と
立
ち
止
ま
り
に
注
意

　
加
速
・
減
速
す
る
と
き
に
滑
り
や
す
い
の
で

　
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
歩
く

　
急
い
で
い
る
と
足
元
の
注
意
が
お
ろ
そ
か
に

　
な
り
、
歩
幅
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。

雪
道
の
歩
き
方

・
靴
底
の
溝
が
深
い

・
や
わ
ら
か
い
ゴ
ム
底

・
滑
り
止
め
剤
入
り
の
靴
底

・
ピ
ン
や
金
具
付
き
の
靴

転
び
に
く
い
靴

・
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を
入
れ
て
歩
か
な
い

・
帽
子
を
か
ぶ
る

・
厚
手
の
服
を
着
る

・
手
袋
を
つ
け
る

・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
う

　
踏
み
固
め
ら
れ
た
雪
や
氷
の
上
を
避
け
て
ゆ
っ

く
り
と
歩
き
ま
し
ょ
う
。
柔
ら
か
い
雪
の
ほ
う
が

滑
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
両
手
が
自
由
に
動
か
せ
る
と
、
滑
っ
て

も
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
玄
関
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
滑
り
や
す
い
家
庭
で
は
、

稲
わ
ら
で
作
っ
た
む
し
ろ
や
滑
り
に
く
い
ゴ
ム

マ
ッ
ト
を
敷
き
ま
し
ょ
う
。

転
倒
に
備
え
て

・
自
宅
の
玄
関

・
商
店
の
出
入
口
な
ど
で
タ
イ
ル
が
貼
っ
て
あ
る
場
所

・
坂
道

・
バ
ス
乗
り
場
や
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
な
ど
、
多
く
の
人
が
踏
み
固
め
た

　
雪
が
あ
る
場
所

転
び
や
す
い
場
所

頭部 42.9％

肩部   3.6％

背部   3.4％

腕部   6.7％

手部   3.0％

腰部 11.1％

脚部 24.0％

足部   5.1％

転倒による負傷部位
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西部広域行政管理組合からのお知らせ
令和3年度 鳥取県西部広域行政管理組合一般会計 決算の概要
　令和３年度の鳥取県西部広域行政管理組合一般会計の決算は、歳入総額が47億5,004万円、歳出総額が47
億824万円となり、歳入から歳出を差し引いた4,180万円を翌年度に繰り越しました。

【問合せ】鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課　TEL：0859-22-7732　FAX：0859-56-3203

鳥取県西部広域行政管理組合の
　　　　　　　入札参加資格について 
　鳥取県西部広域行政管理組合が発注する指名競争
入札に参加するには、組合を組織する市町村（米子
市、境港市、日吉津村、大山町、南部町、伯耆町、
日南町、日野町、江府町）のいずれかで、指名競争
入札に参加する資格を有することが必要です。入札
参加資格をお持ちでない場合は、いずれかの市町村
で手続きをしてください。 
　本組合では、入札参加資格の受付は行っておりま
せん。上記９市町村のいずれかで入札参加資格を有
する場合は、自動的に本組合の参加資格を得ていま
す。
　なお、組合の入札案件は、組合ホームページにて
公表されます。

【問合せ】
　鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課　
　TEL：0859-22-7732
　FAX：0859-56-3203
　https://www.tottori-seibukoiki.jp/

消防法令における手続きが
　　電子申請でできるようになります
　消防法令による各種届出の手続きについて、今ま
で書面のみの申請であったものを、住民や事業者の
みなさんの利便性向上のため、3月1日から電子メー
ルでの申請も可能となります。

≪電子申請が可能な手続き≫
●一般の方
　火災とまぎらわしい行為の届出書など
●施設事業者
　防火管理者選任届出書
　消防計画作成届出書など
●消防関係事業者
　消防用設備点検結果報告書
　消防用設備着工届出書など

　その他、電子申請が可能な手続きについては、
組合消防局のホームページで確認できます。

【問合せ】
　鳥取県西部広域行政管理組合消防局予防課　
　TEL：0859-35-1956　FAX：0859-35-1961
　https://www.tottori-seibukoiki.jp/syobo/



　
こ
れ
ま
で
、
冬
に
な
る
と
屋
根
裏

に
入
り
込
む
居
候
動
物
の
紹
介
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
新
た
な
仲

間
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
名
も
「
ハ
ク
ビ
シ
ン
」
。
名

前
の
通
り
白
い
線
が
鼻
筋
に
入
っ
て

い
る
の
が
特
徴
の
中
型
動
物
で
す
。

そ
の
見
た
目
か
ら
ア
ナ
グ
マ
と
間
違

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ハ

ク
ビ
シ
ン
に
は
長
い
し
っ
ぽ
が
あ
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ネ
コ
に
近
い
見

た
目
を
し
て
い
ま
す
。

　
手
の
ひ
ら
に
は
分
厚
い
肉
球
が
あ

り
、
こ
れ
を
パ
ッ
ド
の
よ
う
に
使
っ

て
家
の
雨
樋
や
壁
の
隙
間
を
登
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
侵
入
口
は
通
風
孔

や
屋
根
の
隙
間
な
ど
で
、
お
お
よ
そ

直
径
６
㎝
の
穴
が
あ
れ
ば
体
を
ひ

ね
っ
て
侵
入
可
能
で
す
。

　
屋
根
裏
を
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
ね
ぐ
ら

に
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
か
？
で
す

が
、
騒
音
被
害
は
テ
ン
や
ア
ナ
グ
マ

に
比
べ
て
意
外
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

完
全
な
夜
行
性
で
、
縄
張
り
意
識
も

な
い
た
め
、
ケ
ン
カ
も
少
な
く
人
が

起
き
て
い
る
時
間
は
静
か
に
過
ご
し

ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
屋
根

裏
を
ね
ぐ
ら
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

長
年
気
づ
か
ず
に
、
断
熱
材
を
ボ
ロ

ボ
ロ
に
さ
れ
て
い
た
り
、
た
ま
り
に

た
ま
っ
た
糞
尿
に
よ
っ
て
天
井
が
腐

り
落
ち
た
り
す
る
と
い
っ
た
問
題
が

発
生
し
ま
す…

。

　
屋
根
裏
を
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
寝
床
に

さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
直
径
６
㎝
以

上
あ
る
侵
入
で
き
そ
う
な
穴
は
金
網

な
ど
で
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
が
重
要

で
す
。
テ
ン
や
ア
ナ
グ
マ
な
ど
他
の

中
型
動
物
と
同
じ
で
す
ね
。

　
次
回
は
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
作
物

被
害
と
、
そ
の
対
策
方
法
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート
第19回
日野郡の
珍動物？①

　
４
期
生
の
研
修
が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
も
ほ
ぼ
決
ま
り
、

就
業
に
向
け
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
で

よ
り
実
践
に
近
い
林
業
を
学
ん
で
い
ま
す
。

本
年
も
町
外
（
１
人
は
県
外
）
か
ら
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
に
入
学
し
、
日
南
町
の
林
業
事
業

体
に
就
職
す
る
学
生
が
現
時
点
で
２
人
お
り

ま
す
。
た
だ
、
今
ま
で
と
違
い
、
二
人
と
も

比
較
的
小
規
模
な
林
業
事
業
体
へ
の
就
職
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
日
南
町
の
林

業
の
担
い
手
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
就
業
先
の
選
び

方
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
全
力
で
行
っ
て
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
は
本
人
が
納
得
し
て
決
め
た

林
業
事
業
体
へ
就
職
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
長
く
林
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、

よ
く
考
え
て
自
分
で
決
め
た
林
業
事
業
体
に

就
職
す
る
の
が
一
番
で
す
。
県
外
に
も
数
人

が
就
職
を
予
定
し
て
お
り
、
卒
業
後
も
日
南

町
で
学
ん
だ
一
年
を
大
切
に
林
業
に
従
事
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
４
期
生
12
人
は
高

校
新
卒
者
中
心
で
、
昨
年
の
反
省
を
生
か
し

定
期
的
に
テ
ス
ト
を
実
施
し
理
解
度
を
把
握

し
た
り
、
独
自
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
練
習
法
を

取
り
入
れ
た
り
と
、
工
夫
し
な
が
ら
研
修
を

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー  

T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

４
期
生
間
も
な
く
卒
業

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

行
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
の
５
期
生
は
、
定
員
を
超
え
る
受

験
生
の
な
か
か
ら
10
人
が
入
学
す
る
予
定
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
地
元
出
身
者
は
お
り
ま

せ
ん
。
５
期
生
は
社
会
人
経
験
者
が
多
く
、

年
齢
層
は
少
し
高
め
に
な
り
ま
す
が
、
よ
り

良
い
実
習
が
で
き
る
よ
う
さ
ら
に
研
修
内
容

を
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
林
業
大
学
校
は
全
国
で
25
校
を
超
え
、
ま

だ
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
ま
す

ま
す
学
生
集
め
が
難
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、

選
ば
れ
る
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
な
る
た
め
に

学
生
の
学
習
環
境
整
備
の
充
実
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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日野高ニュース

　３年ヒューマンケア系列の授業「生活と福祉」「生活支援技術」において、
社会福祉法人尚仁福祉会の内田麻衣さんを講師に、整容・排泄に関するこころ
とからだのしくみと自立に向けた介護についてご指導いただきました。
　排泄では、排泄のメカニズムや排泄用具の活用方法などの講義を受け、

ポータブルトイレやおむつを用いた支援の方法
を学びました。整容では、利用者の心身の状態
に合わせた方法を学び、全身清拭や手浴の介助
方法を体験しました。豊富なご経験をお持ちの
内田さんご指導のもと、利用者さんの立場に
立って知識と技術を学ぶことができました。

介護職員初任者研修

　３年次生ヒューマンケア系列「コミュニケーション
技術」の授業で、日野町の特別養護老人ホーム「あい
ご」にて花植え交流の３回目を行いました。
　３回目は、いよいよ花植え本番！自分の担当する花
壇に花を植えました。すべての花壇が花いっぱいにな
り、とてもきれいになりました。また、別の施設に
持っていくために、プランターにも花を植えました。
花壇に植えた花は、日野高校で育てたビオラです！
　利用者の方、職員の方ともコミュニケーションを取
りながら花植えをすることができました。今後もこの
活動が続くように、後輩たちに引き継いでいきたいと
思います。

特別養護老人ホームあいご　花植え交流

17　  広報にちなん令和５年２月

生山定住促進団地　入居者募集中！
　生山定住促進団地は、借地権付き住宅団地です。申請者は町
と契約を交わし、賃料を支払いながら少ない初期経費で宅地取
得ができます（ただし、契約者は1年以内に建築工事契約を締
結していただくことが条件です）。また、土地賃貸借契約開始
後一定の要件を満たした場合は土地の譲渡も可能です。
　土地の購入資金を考慮する必要がなく、また毎月の返済額も
抑えられるので、より少ない予算でご希望のマイホームが手に
入ります。 また、有利な住宅建築助成制度もありますので、ぜ
ひご活用ください。

●募集区画
　所 在 地：日南町生山160-60
　対象区画：1区画（区画番号5）
　区画面積：246.85平方メートル
　賃 借 料：32,900円（年額）

●申込方法
　所定の『借地申込書』に記入、押印のうえ、必要書類を添えて
　提出してください。申込書は役場総務課でお受け取りいただく
　か、町ホームページから印刷してご利用ください。

≪必要書類≫
　・ 前年分の所得証明書または源泉徴収票
　・ 日南町税の未納がないことの証明書
　・ 住民票の写し（世帯全員のもの）

【申込・問合せ】役場総務課　ＴＥＬ：82－1111

残り1区画
！

定期借地権は、以下の特約事項を契約書面で定
めることで成立します。
・ 契約の更新がない。
・ 建物の再築による期間延長がない。
・ 期間満了時に建物買取請求をしない。

『定期借地権』とは？

①より少ない資金でマイホームが取得できます！
②生活の変化にも柔軟に対応できます！
③町との長期契約なので安心です！

定期借地権のメリット

成
約

成
約 成

約 成
約

成
約

成
約

成
約

ガソリン
スタンド

生山駅

日野川

←至広島
至米子→

募集中の区画
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□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　ハローワークから、安定した就職を目指す方へハ
ロートレーニングのお知らせです。
●訓練科
　①ビジネスパソコン活用科　②ファッションデザイン科
●訓練概要
　①ワード、エクセル、パワーポイントを習得し、
　　一般事務、経理事務補助等の就職を目指します。
　②衣服関係の知識や縫製等の技術を習得し、アパ
　　レル業界等での就職を目指します。
●訓練期間
　①3月20日（月）～6月19日（月）
　②3月29日（水）～8月3日（木）
●訓練場所
　①米子情報処理センター（境港市松ケ枝町・無料駐車場あり）
　②米子文化服装専門学校（米子市錦町・無料駐車場あり）
●応募資格　就職を希望される方
●受講料　無料（ただし、テキスト代等の実費は自己負担）
●参考
・新型コロナウイルス感染防止対策をしています。
・雇用保険の受給資格者が一定の要件を満たせば、
　訓練延長給付や技能習得手当等を受給することが
　できます。雇用保険受給者以外の方は、一定の要
　件を満たせば職業訓練受講給付金を受給しながら
　受講できます。
　詳しくは鳥取労働局のホームページ（鳥取県内職業訓
練一覧）、またはハローワークインターネットサービス

（ハロートレーニングコース情報検索）をご覧ください。

□申 ･□問 ハローワーク根雨　TEL：72-0065

求職者支援訓練の受講生募集お知らせ

　鳥取県司法書士会では、下記のとおり相談会を開
催します。無料で相談をお受けしますので、お気軽
にご利用ください。

□日 2月8日（水）14：00～16：00（前日までに要予約）

□場 米子コンベンションセンター　第2会議室

□内 相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、多重債務など
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止とすることが
　あります。

□申 ･□問 鳥取県司法書士会 TEL：0857-24-7024

司法書士による無料法律相談会お知らせ
　「おしごとバンク交流会」が名称も新たに生まれ変
わり、第1回「にちなん・スキマｄｅお手伝い」を開
催します。今回は事業者のみなさんを対象とし、
「ショートタイムワークとは」「仕事の切り出し方」
「地域おこし協力隊について」などのテーマで説明会
を計画しています。みなさんぜひご参加ください。

□日 2月16日（木）13:30～15:00（13:00開場）

□場 日南町総合文化センター　多目的ホール

□申 ･□問 役場企画課　TEL：82-1115

にちなん・スキマｄｅお手伝いお知らせ

　1月10日（火）から、町内の郵便局にマイナン
バーカード申請支援窓口を開設しています。マイナ
ンバーカードの申請に使用する顔写真の無料撮影や
申請書の記入をサポートします。予約は不要ですの
でお気軽にお立ち寄りください。
●申請できる郵便局
　日南郵便局、生山郵便局、日南福栄郵便局、山上
　郵便局、印賀郵便局、多里郵便局、矢戸郵便局
●受付期間　3月31日（金）まで（予定）
●受付時間　平日9:00～17:00
　※窓口営業時間　に限ります。

□対 以下に当てはまる方。
・マイナンバーカードを持っていない（過去に申請
　をしたことがない）方
・申請者本人が来局できる方（代理人からの申請は
　受付できません。）
・郵便局で写真撮影を実施する方（持参された顔写
　真での申請は受付できません。）
・2ヶ月以内に他の市町村へ転出する予定のない方
・外国人の方は、在留期限まで3ヶ月以上ある方
　なお、全国の住民を対象にしていますので、郵便
局の所在する市町村以外の方も対象となります。
　QRコード付申請書をお持ちの場合は手続きがス
ムーズですが、書類がない場合でも申請できますの
で、お気軽にお越しください。

□問 役場住民課　TEL：82-1112

郵便局でマイナンバーカードが申請できます！

募集

　

　連合は、労働契約の更新時期を迎える年度末に向

け、解雇や雇止めをテーマに「労働相談ダイヤル」を

開設し、雇用形態に関わらず働くみなさんのトラブル

や心配事の解決に向け、相談員が秘密厳守でお応えし

ます。一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

●実施期間　2月21日（火）～2月22日（水）

●受付時間　10:00～19:00

●相談番号　フリーダイヤル　0120-154-052

※携帯電話からも受け付けます。

※上記期間以外にも、通年的にフリーダイヤルで相

　談を受け付けています。

□問 日本労働組合総連合会鳥取連合会（連合鳥取）

　  TEL：0857-26-6605

連合全国一斉集中労働相談ホットラインを開設します
～ STOP 雇用不安！みんなの力で職場を改善しませんか～

お知らせ
　後期高齢者医療制度の運営等について、被保険者
のみなさんのご意見を伺うために設置した懇話会の
公募委員を募集します。
●任期　令和5年4月～令和7年3月31日（２年間）
●応募資格　鳥取県後期高齢者医療の被保険者
　（令和５年４月１日現在）の方
●募集人数　６人以内
●応募方法　応募申込書に必要事項を記載して提出
　してください。
※募集要領・応募申込書は問合せ先のほか、役場住
　民課でも配布しています。
　また、鳥取県後期高齢者医療広域連合のホーム
ページから印刷できます。
●受付期間　2月1日（水）～3月15日（水）

□申 ･□問 鳥取県後期高齢者医療広域連合総務課
　　　（東伯郡湯梨浜町大字龍島500）
TEL：0858-32-1097　FAX：0858-32-1067

鳥取県後期高齢者医療懇話会委員の募集

お知らせ
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ウ
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　輝
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明
日
に
で
も
死
ん
で
良
い
と
思
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て
も

　
　
　
　
　
　
　口
に
出
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て
は
百
歳
ま
で
と

知
ら
ぬ
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に
心
に
鬼
の
住
み
つ
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て

　
　
　
　
　
　
　日
々
の
戦
い
勝
っ
た
り
負
け
た
り

下
石
見
　佐
伯
　美
鈴

虎
の
威
も
効
か
ぬ
コ
ロ
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に
卯
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　今
年
あ
や
か
り
難
な
く
跳
ば
ん

湯
　河
　山
田
　司
郎
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　２
・
３
月
は
お
休
み
し
ま
す

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
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「手話表現には、色々な表現方法があります。」

２
月
の
日
程

お悔やみ申し上げます

氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

原　田　睦　子　  100歳　　　 萩　原
柴　田　紀美子　　 88歳　　　 　霞
佐　伯　武　則　　 90歳　　　 神　福
池　内　　　實　　 96歳　　　 湯　河
入　澤　智　子　　 96歳　　　 矢　戸
福　馬　繁　子　　 95歳　　　 阿毘縁
伊　田　年　江　　 83歳　　　 中石見
生　田　久　惠　　 87歳　　　 福万来
田　中　　　寛　　 93歳　　　 矢　戸
吉　本　安　子　　 85歳　　　 　霞 
岡　田　保　生　　 94歳　　　 生　山
山　中　幸　子　　 48歳　　　 神　福
松　浦　澄　惠　　 90歳　　　 神　福
大　島　只　明　　 94歳　　　 河　上
（令和４年12月16日～令和５年１月15日受付分）

令和４年12月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,903 （−  8）  ■人 口  4,144 （ − 11）
■    男 1,959 （−  6）  ■　  女  2,185 （ −  5）

下から上へパキンと
折る仕草をする。

右手をグーにしてあごの下
に当て手首を軸にして２回
下に動かす。

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」

② ①



オッサン

ショウオが行く 中村  信仁さん
なかむら　　　 のぶひと

プロフィール
　日南町神福出身の29歳。日野高等学校卒業後、岡山県

の専門学校に進学。その後日南町にUターンし、農業など

を経て約5年前に（有）さんせきパルに入社。

今後の目標は

　給油するだけでなく、車のメンテナンスや板金、修

理などにも幅広く対応できるように、知識経験を積ん

でお客様の要望に応えられるようになりたいです。

日南町のみなさんへのメッセージ

　ガソリンスタンドに勤めるようになり、たくさん

のお客様と話すことが増えました。お客様と交流を

していろいろな話をできるのがこの仕事の楽しみの

一つです。たくさんのお客様とお話できればと思っ

ているので、ぜひ来店していただきたいです。

大切にしていることは

　お客様第一であることです。「難しいこと」でも

話した通り、この仕事ではお客様が何を求めている

かを考えてそれに応えることが必要です。そのため

にはまずお客様に頼りにしてもらえないといけない

ので、お客様には丁寧に真摯に向き合うように心掛

けています。

（有）さんせきパル

■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

　さんせきパルには以前母がお世話になってお

り、私もガソリンスタンドでのアルバイト経験

があったので、声を掛けていただき就職するこ

とになりました。

この仕事に就いたきっかけは

　給油や配達のほか、車の整備作業（オイル交換、

タイヤ交換、車検、板金塗装、修理等）、新車・

中古車販売、リース契約などをしています。

仕事内容は

　お客様のニーズに応えること、さらにお客様

に対してよりよい提案を行うことです。例えば

タイヤ交換でいえば、お客様の普段の走行距離

や使用頻度などによって必要以上に高額なもの

や満足のいかない商品をセールスしてしまわな

いように、見極めてよりよい商品を選ぶことが

必要になります。オイル交換や車の修理などで

も同じです。そのために知識や経験を積む必要

があり、難しいと感じています。

難しいことは


